
2018.4

No.71
春季号

NOSAI  KUMAMOTO

HINOKUNI



HINOKUNI 2

　
佐
々
木
博
幸
組
合
長
は
「
熊

本
地
震
か
ら
、
早
２
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
県

も
『
創
造
的
復
興
に
向
け
た
重

点
10
項
目
』
を
掲
げ
、
着
々
と

復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
る
よ

う
で
す
。
昨
年
、
農
業
災
害
補

償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
国
会
で
成
立
し
、
今
年
４
月

１
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。
名
称

が
『
農
業
災
害
補
償
法
』
か
ら

『
農
業
保
険
法
』
に
変
わ
り
、

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
が
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
日
、

ご
提
案
す
る
内
容
は
、
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
、
共
済
規

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
農

作
物
及
び
畑
作
物
共
済
危
険
段

階
基
準
共
済
掛
金
率
等
の
設
定

に
つ
い
て
で
す
。
十
分
な
ご
審

議
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
、
玉
名
市
の
岡
本
髙

光
総
代
を
議
長
に
選
任
し
、
４

議
案
と
附
帯
決
議
を
審
議
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
代
会
開
催

農
業
保
険
法
成
立
に
伴
う
定
款
等
変
更

　
平
成
30
年
３
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
、
嘉
島
町
民
会

館
に
て
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
熊
本
県
農
政

部
長
を
迎
え
、総
代
２
８
６
名
（
書
面
議
決
を
含
む
）
の
出
席
で
、

提
出
さ
れ
た
４
議
案
は
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木組合長

議長の岡本総代
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定
款・共
済
規
程
変
更
の
概
要（
抜
粋
）

○
法
律
名
の
変
更

　
「
農
業
災
害
補
償
法
」か
ら「
農
業
保
険
法
」へ
変
更

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
）

○
一
筆
半
損
特
例
の
導
入

　
対　
象
：
農
作
物
共
済（
平
成
31
年
産
か
ら
適
用
）

○
一
筆
方
式（
農
作・畑
作
）及
び
樹
園
地
方
式・特
定
危
険
方
式（
果
樹
）の
廃
止

　
平
成
34
年
産
よ
り
廃
止

○
共
済
掛
金
率
を
個
人
別
危
険
段
階
に
設
定

　
全
て
の
制
度
事
業
で
個
人
別
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
を
設
定

　
（
平
成
３０
年
産
か
ら
適
用
）

○
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
の
変
更

　
無
事
戻
し
の
廃
止

○
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
導
入

　
対　
象
：
農
作
物
共
済
、畑
作
物
共
済（
平
成
31
年
産
か
ら
適
用
）　

　
　
　
　
　
果
樹
共
済（
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
引
受
か
ら
適
用
）

○
家
畜
共
済
の
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
の
分
離

　
①
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
の
取
り
扱
い
を
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に

分
け
る（
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
引
受
か
ら
適
用
）

　

②
疾
病
傷
害
共
済
の
１
割
を
農
家
が
自
己
負
担（
平
成
32
年
１
月
１
日
以
降
引

受
か
ら
適
用
）

○
園
芸
施
設
共
済
の
短
期
加
入（
被
覆
期
間
の
み
）の
廃
止

未
被
覆
期
間
に
つ
い
て
も
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、短
期
加
入
で
き
る
期
間
は
１

カ
月
以
上
１
年
未
満（
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
引
受
か
ら
適
用
）

○
農
作
物
共
済
の
当
然
加
入
の
廃
止

　
平
成
31
年
産
よ
り
廃
止

○
全
国
農
業
共
済
連
合
会
と
の
業
務
委
託

　
全
国
農
業
共
済
連
合
会
か
ら
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
に
係
る
業
務
委
託
を

受
け
業
務
を
行
う

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

第
２
号
議
案

共
済
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
４
号
議
案

農
作
物
及
び
畑
作
物
共

済
危
険
段
階
基
準
共
済

掛
金
率
等
の
設
定
に
つ

い
て
（
平
成
30
年
産
か

ら
適
用
）

附
帯
決
議
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収入保険が始まります！
■ 米、野菜、果樹、たばこ、お茶、しいたけ、いぐさ、牛乳など、
　 農産物ならどんな品目でも対象になります！
■ 自然災害による収量減少だけでなく、価格低下なども含めた収入減少も補償します！
■ 保険料・積立金には、国の補助（保険料50％、積立金75％）があります！

収入保険には、こんなメリットがあります

次のような場合も、補償の対象となります

○作付けをしても、もしも、怪
我や病気で収穫できなく
なったらどうしよう？

○もち加工品の取引がうまくい
かなかった時はどうしよう?

○ここは、キャベツの指定産
地ではないので、野菜価格
安定制度が使えない。

　　キャベツの価格が下がっ
たらどうしよう?

Oもも、ブルーベリーは、果
樹共済の対象ではないの
で自然災害にあったらどう
しよう?

○契約取引用に保管していた
米が、災害で倉庫が浸水し
て売り物にならなくなった
時はどうしよう?

○新しい販売先が倒産したら
どうしよう?

　怪我や病気による収入減
少も補償の対象です。

　精米、もちなどの加工品で
あっても、農業者が自ら生産
した農産物を加工して、販売
しているものは対象です。

　全ての農産物が対象で、
価格低下も補てんします。

　全ての農産物が対象で、
果樹共済の対象外の果樹
も対象です。

　収穫後の保管中の事故に
よる収入滅少も対象です。

　他に売り先が見つから
ず、収入が減少した場合も
補償の対象です。

平成31年1月から
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■ つなぎ資金（無利子）を受けられます。
■ 補償金（保険金）の支払い対象とならなかった場合は、保険料率が下がります。
■ 保険料等の納入については、分納ができます。（最大９回）
■ 経営面積が、過去よりも拡大する場合や、過去の収入金額に一定の上昇トレンドの実績が確認
　 できる場合は、基準収入の上方修正ができます。（補償額が拡大されます）

■「青色申告」をしていない方。（白色申告者は加入できません）
　※青色申告は、『正規の簿記』『簡易な方式』どちらでもOKです。

■ 国の補助がある下の【類似制度①】に加入している場合。

◎農業共済（※）
（水稲、麦、大豆、果樹、園芸施設の内容農作物）
◎収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）
◎野菜価格安定制度
◎加工原料乳生産者経営安定対策
◎いぐさ・畳表農家経営所得安定化対策　など

類似制度① 類似制度②

　農業共済の加入期間が収入保険の加入期間（個人の場合１月～１２月）と重なる場合、収入保険の保険期間に入る前（個人の
場合１２月末）に、農業共済の契約を解除します。
【該当するもの】
　麦共済、果樹共済、家畜共済（死廃共済）および園芸施設共済の内容農作物です。解除の際の、農業共済掛金および賦
課金の返金については次のとおりです。
【共済掛金】
　■全額返金するもの：麦共済、果樹共済
　■未経過分を返金するもの：家畜共済（死廃共済）の掛金、園芸施設共済の内容農作物に係る掛金
【賦課金】
　未経過分を返金します。

収入保険とどちらか一方を選択しての加入になります。
※上記の制度に１つ（１品目）でも加入すると、
 「収入保険」には加入できません。　

（※）農業共済については、固定資産の損失を補償するものは収入保険制度とは重複しません。
　　  以下のものは、引き続き各農業共済への加入ができます。
　　  ◎ 家畜共済：搾乳牛・繁殖雌牛等の死廃共済、疾病傷害共済　　◎ 園芸施設共済：ハウス本体、ビニール、附帯施設

☆肉用牛肥育経営安定特別
　対策事業（牛マルキン）
☆養豚経営安定対策事業（豚マルキン）
☆肉用子牛生産者補給金制度、
　肉用牛繁殖経営支援事業
☆鶏卵生産者経営安定対策　など

耕種部門との複合経営の場合、上記に該当する
畜産部門を除いて「収入保険」に加入できます。

他にもこんな特徴があります

「農業共済」から「収入保険」へ移行する場合

ただし、
次のような場合は
「収入保険」に
加入できません
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平
成
29
年
産
米
の

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
被
害
に
つ
い
て

熊
本
県
農
業
革
新
支
援
セ
ン
タ
ー　
金
森　
伸
彦

は
じ
め
に

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
平
成
29
年
の
熊
本
県

の
稲
の
作
柄
は
、
平
年
比
１
０
２
の
「
や
や
良
」
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
は
５
２
７
㎏
で
し
た
。
梅
雨

明
け
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
穂
数
が
平
年
よ
り
や

や
多
く
確
保
で
き
た

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
一

部
の
地
域
で
は
ト
ビ

イ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る

坪
枯
れ
が
発
生
し
、

収
量
・
品
質
と
も
に

大
き
く
低
下
し
た
ほ

場
が
見
ら
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
全
体
的
に
作
柄
が
良
か
っ
た
中
で
、
な
ぜ
一
部

の
ほ
場
で
同
ウ
ン
カ
の
被
害
が
発
生
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

　
そ
の
要
因
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

1 

本
年
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の

　

 

発
生
状
況

　
同
ウ
ン
カ
は
、
６
月
以
降
に
主
に
中
国
か
ら
下
層

ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
っ
て
日
本
に
飛
来
し
ま
す
。

　
熊
本
県
病
害
虫
防
除
所
の
ト
ラ
ッ
プ
調
査
に
よ

る
と
、
昨
年
は
６
月
22
日
と
７
月
10
～
13
日
に
飛

来
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
の
飛

来
数
は
12
頭
と
平
年
（
58
頭
）
よ
り
も
少
な
く
、

そ
の
後
の
８
月
上
旬
の
ほ
場
巡
回
調
査
で
も
平
年

よ
り
少
な
く
推
移
し
て
い
ま
し
た
（
10
株
当
た
り

平
均
発
生
数
が
早
植
栽
培
で
１
．
３
頭
（
平
年

２
．
４
頭
）
、
普
通
期
栽
培
で
同
０
．
３
頭
（
平

年
０
．
６
頭
）
）
。

　

と
こ
ろ
が
、
９
月
上
旬
の
調
査
で
要
防
除
水
準

（
10
株
当
た
り
30
頭
）
を
上
回
る
ほ
場
が
見
ら
れ

始
め
、
中
旬
に
は
全
調
査
ほ
場
の
10
株
当
た
り
平

均
発
生
数
が
24
頭
と
、
平
年
（
13
頭
）
を
上
回
り

ま
し
た
（
図
１
）
。

　

こ
の
よ
う

に
、
９
月
以

降
に
発
生
数

が
急
増
し
、

要
防
除
水
準

を
大
き
く
超

え
る
よ
う
な

ほ
場
に
お
い

て
坪
枯
れ
が

発
生
し
た
も

の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

2 

９
月
以
降
に
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

　

 

が
増
加
し
た
要
因

　
同
ウ
ン
カ
は
日
本
飛
来
後
１
週
間
ほ
ど
の
間
に

産
卵
。
１
週
間
後
に
は
次
世
代
（
第
１
世
代
）
の

幼
虫
が
ふ
化
し
ま
す
。
ふ
化
後
は
20
日
程
度
で
成

虫
と
な
り
、
１
カ
月
弱
で
次
々
に
世
代
を
更
新
し

な
が
ら
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
場
合
、
７
月
上
旬
に
飛
来
し
た
個
体
が

主
に
定
着
し
た
と
見
ら
れ
、
第
１
世
代
が
７
月
下

旬
、
第
２
世
代
が
８
月
下
旬
か
ら
発
生
し
た
と
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
気
温
が
概
ね
平
年
を
上

回
っ
て
い
た
こ
と
と
、
競
合
す
る
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

の
飛
来
が
少
な
く
、
第
２
世
代
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
の
個
体
数
が
急
増
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
図
２
）
。

　
3 

一
部
の
ほ
場
で
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

 　
被
害
が
発
生
し
た
要
因

①
稲
体
の
状
態

　
昨
年
は
梅
雨
明
け
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
て
茎

数
が
多
め
に
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
植

込
み
本
数
の
過
多
や
密
植
、
多
肥
に
よ
り
過
繁

茂
に
な
っ
た
ほ
場
で
は
、
防
除
を
行
っ
て
も
株

元
に
充
分
薬
剤
が

か
か
ら
ず
、
ウ
ン

カ
が
多
発
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
主
食
用

品
種
と
比
べ
て
生

育
量
が
大
き
い
多

収
品
種
で
も
、
主

食
用
米
と
同
様
の

防
除
方
法
で
は
薬

剤
の
か
か
り
が
悪

く
、
ウ
ン
カ
の
多

発
を
招
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②
防
除
の

　
タ
イ
ミ
ン
グ

　

昨
年
の
場
合
、

同
ウ
ン
カ
第
２
世

代
の
発
生
を
抑
え

ら
れ
た
か
が
、
そ

の
後
の
発
生
を
左

右
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
９
月
以
降
に
同
ウ
ン
カ
が
多
発
し
た
ほ
場
で

は
、
８
月
下
旬
の
第
２
世
代
幼
虫
ふ
化
期
に
合

わ
せ
た
防
除
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

4 

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
被
害
の

　

 

軽
減
対
策

①
稲
体
の
健
全
化

　
適
切
な
植
込
み
本
数
（
１
株
４
～
５
本
）
と
栽

植
密
度
（
坪
当
た
り

５０
～

６０
株
）
、
品
種
特
性
に

合
わ
せ
た
施
肥
と
水
管
理
で
、
葉
が
直
立
し
た
受

光
態
勢
の
良
い
稲
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼

料
用
米
等
に
多
収
品
種
を
栽
培
す
る
場
合
は
、
過

繁
茂
に
な
ら
な
い
よ
う
適
切
な
肥
培
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

②
適
期
防
除

　
熊
本
県
病
害
虫
防
除
所
で
は
、
毎
年
、
ウ
ン
カ

類
の
飛
来
情
報
と
発
生
予
想
ス
テ
ー
ジ
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
参
考
に
、
成
虫
（
写
真
２
）

だ
け
で
な
く
、
ふ
化
直
後
の
幼
虫
（
写
真
３
）
が

い
な
い
か
の
観
察
も
行
い
な
が
ら
、
各
世
代
の
ふ

化
期
に
合
わ
せ
た
適
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
薬
剤
が
株
元
に
十
分
か
か
る
よ
う
に
注
意

し
て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
防
除
の
た
め
の
農
薬
散
布
を
防
除
組

織
等
に
委
託
す
る
場
合
、
防
除
計
画
に
よ
っ
て

は
散
布
時
期
が
ふ
化
期
に
合
致
し
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
追
加
防
除
が
必

要
か
を
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
、
農
業
普
及
・
振
興
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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写真１　トビイロウンカによる坪枯

図１　トビイロウンカの発生推移

図２　７月１１日に飛来したトビイロウンカの発生予想ステージ

写
真
３　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

幼
虫（
体
長
２㎜
以
下
）

写
真
２　
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
成
虫

（
体
長
３
～
５㎜
）

技術
情報
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◎子牛の育成は分娩前から
　始まっています。

　健康な子牛を生ませるためには、分娩２カ月前
から配合飼料で増し飼いとビタミン剤の補給をし
ましょう。分娩前１カ月から分娩後１カ月は餌の
種類および量は一定になるように調整します。丈
夫な子牛を誕生させるだけではなく、栄養豊富な
母乳の確保、分娩後の早期の発情回帰につなが
ります。下痢予防ワクチンの接種も行います。

◎初乳（あわてて飲ませない）
　起立して哺乳欲を示してから生後６時間以内に
給与するようにします。衰弱した子牛は、呼吸困
難が改善してから給与して下さい。初産牛は初乳
製剤の使用をお薦めします。

◎哺乳量
　代用乳は最低でも１日６ℓ以上。群飼・寒冷時
はカロリー要求量が増すため増量して下さい。生
後４カ月までは、増体、体高伸長も伸び率は最大
となるため確実に給与するようにします。

◎スターター（哺乳子牛用濃厚飼料）
　生後３日目から強制的に給与します。スター
ターは第一胃の絨毛形成に欠かせないものでミ
ルクのみではあまり期待できません。やり方として
は５０ｇ程度から給与し、完食（３０分以内）して、
下痢がなければ増量してください。
　生後３カ月で３㎏を目標に給与しましょう。

◎粗飼料（乾草）
　生後から柔らかいもの（オーツ等）を給与しま
す。第一胃の容積の増大に必要で、硬いものは第
一胃絨毛を傷つける恐れがあります。

◎抗コクシジウム剤の投与
　コクシジウム病の発生防止として単回投与で効
果のある薬を投与しましょう。

◎子牛の呼吸器病の予防
　寒い時期は保温も実施し、換気は、牛舎全体に
空気の淀みがないように新鮮な空気が入るように
気をつけてください。定期的な殺菌剤を使った消
毒も実施して下さい。密閉できる牛舎では煙霧消
毒も効果があるようです。

　
　生後３～５・６カ月では粗飼料（乾草）と育成用の
配合飼料で、それ以降では粗飼料（乾草）と一定量
の配合飼料で最大限の摂取量を確保できるように調
整しながら育成に取り組んでください。
　そして、いろいろな予防も取り入れ健康的な子牛
を育成し生産性の向上に努めてください。御不明な
点は、NOSAIの獣医師までご相談ください。

今回は、

について考えていきましょう。

「子牛の飼養管理」

診療所だより

家畜診療所阿蘇支所

伊
い と う

東　正
ま さ な り

成獣医師
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両
親
、
妻
と
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、
作
業
の
主
力
を
担
っ

て
き
た
両
親
も
高
齢
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

経
営
規
模
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
着
目

し
、
労
力
に
見
合
う
規
模

に
縮
小
す
る
こ
と
で
、
単

収
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。

　
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ

れ
ず
、
現
状
を
見
定
め
た

堅
実
な
経
営
が
、
将
来
の

規
模
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
経
営
が
軌
道
に
乗

れ
ば
、
施
設
の
機
械
化
を

進
め
、
今
以
上
に
家
族
と

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　
農
業
大
学
校
卒
業
後
、

１
度
就
農
し
ま
し
た
が
、

社
会
勉
強
の
た
め
会
社
勤

め
を
経
験
し
、
４
年
前
に

再
就
農
。
今
年
１
月
に
は

父
か
ら
経
営
移
譲
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
は
時
間
の
縛
り

も
な
く
、
頑
張
っ
た
分
だ

け
返
っ
て
く
る
の
で
魅
力

を
感
じ
ま
す
。
今
で
は
父

か
ら
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
な

が
ら
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
せ
て
い
ま
す
。

　
家
族
間
で
話
し
合
っ
た

り
、
若
手
農
業
者
の
集
ま

り
で
情
報
収
集
を
し
た
り

と
、
毎
日
が
勉
強
で
す
。

　
将
来
は
規
模
拡
大
し
法

人
化
や
他
の
作
物
に
も
挑

戦
し
た
い
で
す
が
、
今
は

父
か
ら
受
継
い
だ
現
況
の

安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
２
人
目
が
生

ま
れ
、
父
親
と
し
て
、
経

営
者
と
し
て
ま
す
ま
す
気

合
い
が
入
り
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
野
菜
を
届
け
た
い

の
で
、
有
機
栽
培
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定

も
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
出
荷
先
は
、
関
東

や
関
西
方
面
で
す
が
、
学

校
給
食
用
に
も
出
し
て
い

ま
す
。
手
作
業
で
の
草
取

り
が
一
番
大
変
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
と

思
え
ば
、
大
変
な
作
業
も

頑
張
れ
ま
す
。

　
玉
ネ
ギ
や
白
ネ
ギ
は
虫

が
付
き
に
く
く
、
病
気
に

も
強
い
の
で
栽
培
し
や
す

い
で
す
が
、
最
近
は
急
な

大
雨
や
強
風
な
ど
変
化
が

激
し
く
、
天
気
が
読
み
に

く
い
で
す
。

　
有
機
栽
培
に
よ
る
品
質

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

規
模
は
現
状
を
維
持
し

て
、
年
間
通
し
て
栽
培
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました。
①家族構成　②経営内容

おじゃましま～す！！おじゃましま～す！！

宇城市

岱明町

合志市

単収増で経営安定へ

家族増で気合い増す

有機栽培で安心届ける

河
か わ の

野　吉
よしあき

昭さん（45歳）　妻・美
み ち よ

千代さん（44歳）　

中
なかしま

島　聡
あきひろ

弘さん（30歳）

田
た し ろ

代　幸
こういち

一さん（６５歳）　妻・ふさ子さん（６３歳）

①両親、妻の４人家族
②トマト１５㌃

①両親、妻、子ども２人の
　６人家族
②水稲75㌃、トマト50㌃

①母、長男の４人家族
②玉ネギ100㌃、白ネギ100㌃、
　水稲50㌃、ＷＣＳ80㌃



HINOKUNI9

　
小
さ
い
頃
か
ら
農
業
を

継
ご
う
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
農
業
高
校
、
県
立
農

業
大
学
校
を
卒
業
後
に
就

農
し
て
11
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

両
親
と
ダ
イ
コ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
を
作
付
け
し
て
い
ま

す
。
播
種
と
収
穫
が
重
な

る
時
期
は
、
早
朝
か
ら
日

が
暮
れ
る
ま
で
忙
し
い
で

す
が
、
農
業
は
手
間
を
か

け
た
分
成
果
が
出
る
の
で

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

を
購
入
し
た
お
客
さ
ん
か

ら
「
お
い
し
か
っ
た
か

ら
、
今
年
も
買
い
た
い
」

と
少
し
ず
つ
リ
ピ
ー
タ
ー

が
増
え
て
行
く
こ
と
が
嬉

し
く
、
励
み
に
も
な
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
現
状
を
維
持

し
つ
つ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

加
工
に
挑
戦
し
て
み
た
い

で
す
。

　
17
歳
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
高
校
へ
留
学

し
、
大
学
で
は
園
芸
農
業

を
専
攻
す
る
中
で
取
り
組

ん
で
い
る
、
有
機
栽
培
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
25
歳
で
帰
国
し
、
有
機

野
菜
の
販
売
、
流
通
を
学

ぶ
た
め
、
日
本
の
会
社
に

就
職
。
そ
の
時
に
、
地
元

山
都
町
の
「
肥
後
や
ま
と

会
」
を
知
り
、
就
農
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
就
農
１
年
目
に
熊
本
地

震
に
遭
い
、
農
業
は
自
然

災
害
の
影
響
が
大
き
い
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
会
の
メ
ン
バ
ー

と
情
報
交
換
し
合
い
、
収

穫
、
収
入
を
さ
ら
に
安
定

さ
せ
た
い
で
す
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
が
有
機
栽
培

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
助

言
や
支
援
も
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
今
年
の
１
月
に
熊
本
県

農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
地
域

貢
献
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
玉
ネ
ギ
生

産
組
合
や
中
林
生
産
者
直

売
所
の
設
置
な
ど
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
受
賞
も
含
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
あ
っ
て
の
も
の

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
小
学
生
を

対
象
に
、
人
吉
市
の
学
校

給
食
に
納
品
す
る
玉
ネ
ギ

の
植
え
付
け
や
収
穫
、
調

理
な
ど
の
食
育
体
験
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
、
地
域
の
こ
と

と
、
家
の
こ
と
で
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
活
動
を
通
し
て
地

域
活
性
化
や
耕
作
放
棄
地

解
消
、
そ
し
て
農
家
の
所

得
向
上
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

小国町

山都町

人吉市

顧客の声を励みに挑戦も

有機野菜を全国へ

地域・農家のために

高
たかむら

村　宗
としのり

憲さん（3１歳）

坂
さかもと

本　光
こうよう

陽さん（33歳）

新
しんむら

村　博
ひろゆき

之さん（72歳）

①妻、子ども１人の３人家族
②水稲63.9㌃、ダイコン50㌃、
　キャベツ150㌃、サツマイモ150㌃、
　繁殖牛２頭

①妻、子ども１人の３人家族
②ホウレンソウ20㌃、レンコン35㌃

①妻、息子夫婦、孫1人の5人家族
②水稲4.0㌶　葉たばこ2.4㌶
　イチゴ50㌃　玉ネギほか50㌃受託作業

HINOKUNI9
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メーカー ヤンマー 型　　式 ＧＡ210（ＭＥ８Ｌ）

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 中古購入2年目 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ８万円

そ の 他 溝上げ付。１０年前のもの。

メーカー ニプロ 型　　式 ＦＴ−１６０１

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 １０年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ３万円

そ の 他 ―

メーカー 共立 型　　式 ＰＤ４５１

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 １０年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 １万円

そ の 他 ―

メーカー 丸山製作所 型　　式 HR-5DX

仕　　様 ホッパー容量：５㌔、
精米能力：５合／回（３分２０秒） 年　　式 ―

使用年数 ３年前購入
（２０回ほど使用） 動作確認 済

管轄支所 宇城支所 最低価格 1万5千円
そ の 他 精米歩合調節可、取扱説明書付き

メーカー 不明 型　　式 不明

仕　　様 鋼鉄製・幅２５㎝・
長さ１８０㎝ 年　　式 ―

使用年数 不明 動作確認 済

管轄支所 玉名支所 最低価格 ８千円

そ の 他 塗装はがれ・錆有り

メーカー ササキ 型　　式 ＭＲ−１４０

仕　　様 肥料撒き、
横幅約１４０ｃｍ 年　　式 ―

使用年数 中古購入後１０年 動作確認 済

管轄支所 宇城支所 最低価格 １万円

そ の 他 購入時、秋田県より取り寄せ

メーカー 日農工業
株式会社 型　　式 ＳＥＲ．ＮＯ．０４Ｈ

３１５風来望Ⅱ

仕　　様 高所取付用、屋内用 年　　式 ―

使用年数 ５年 動作確認 済
管轄支所 宇城支所 最低価格 ５万円

そ の 他 セット売り希望、定格電圧３相２００Ｖ　定格消費電力
８５Ｗ／７０Ｗ　定格周波数６０ＨＺ／５０ＨＺ

メーカー ニプロ 型　　式 ―

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 １０年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ３万円

そ の 他 ―

メーカー ― 型　　式 ―

仕　　様 １，０００㍑ 年　　式 ―

使用年数 １５年 動作確認 済

管轄支所 宇城支所 最低価格 6千円

そ の 他 バラ売り可（３千円／個）

メーカー トーヨー
ラピスタン 型　　式 ―

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 １０年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ７千円

そ の 他 ―

メーカー 株式会社太陽 型　　式 ＧＴ３５１（３４本）、
ＧＴ３２２Ｓ（２本）

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 平成26年購入
（新品未使用） 動作確認 済

管轄支所 宇城支所 最低価格 ３万円

そ の 他 適合ロータリー型式：クボタＲＬ１５０３Ｓ、
ＲＬ１５Ｓ、ＡＬ１５０３Ｓ

メーカー 鋤柄農機株式会社 型　　式 ＰＨＭ−Ａ−１７

仕　　様 畦幅８０−１２０ｃｍ、畦高
１５−３５ｃｍ、２６−３６馬力 年　　式 ―

使用年数 ２年前に購入し、
１年（１回）使用 動作確認 済

管轄支所 玉名支所 最低価格 ８万円
そ の 他 ロータリー幅１ｍ４０センチ～２ｍに対応。

メーカー タイロン 型　　式 ―

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 １０年程度 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 千円

そ の 他 ２回使用

メーカー 三島式 型　　式 ―

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 ２～３年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ２千円

そ の 他 ―

メーカー イセキ 型　　式 さなえ
（ＰＦ−２５１）

仕　　様 ２条 年　　式 １９８８年

使用年数 ３年 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 ３千円

そ の 他 ―

メーカー 鈴木鍛 I.K.K 型　　式 ニューベル
Ｇ−１Ｋ

仕　　様 ― 年　　式 1988年

使用年数 ― 動作確認 済

管轄支所 熊本市支所 最低価格 2千円

そ の 他 ―
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メーカー ヤンマー 型　　式 ＨＡ５４８−Ａ
（Ｆ７Ｅ）

仕　　様 ― 年　　式 ―

使用年数 ２５年 動作確認 済

管轄支所 鹿本支所 最低価格 5万円

そ の 他 ―

⓲
耕
運
機

リサイクル情報
平成３０年５月３ １日（木）必着！

お申込は、19ページのはがきで（はがき以外の 受付は行いません）
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メーカー 共立

型　　式 ＤＭＥ４０１Ａ
（ｉスタート）

仕　　様 １３㍑

年　　式 ―

使用年数 未使用 動作確認 済
管轄支所 玉名支所 最低価格 ６万５千円

そ の 他 ２０１７．１０月購入し未使用。
畦畔噴頭（ＤＭＫ−２）付。


